
（各課様式１） 

予 算 要 求 資 料 

令和４年度当初予算 支出科目 款：農林水産業費 項：農業費 目：園芸特産物対策費 

事業名 高校生花いけバトル全国選抜大会開催費負担金 

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  

       農政部 農産園芸課 花き係 電話番号：058-272-1111（内 2866） 

         E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp 

 

１ 事業費  12,800 千円（前年度予算額：12,800 千円） 

＜財源内訳＞ 

区 分 事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財 産 

収 入 
寄附金 その他 県 債 

一 般 

財 源 

前年度 12,800 0 0 0 0 0 0 0 12,800 

要求額 12,800 0 0 0 0 0 0 0 12,800 

決定額 12,800 0 0 0 0 0 0 0 12,800 

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

・本県花き産業は、市場規模の縮小とコロナ禍を要因とした需要の低迷に 

よって、産業を取り巻く環境が急激に悪化しており、業務用や高年層に 

偏りが大きい現在の需要構造の改善が必要である。 

・全世代のうち、特に花き消費が少ない若年層で花きの利用促進を進めるた

めに、若い世代で関心を集める花いけバトルの定着を促進し、参加校を更

に拡大しなければならない。 

（２）事業内容 

・第２回全国選抜大会を開催し、花いけバトルの定着と大会の定番化を図る

とともに、第３回全国選抜大会の出場校選出に向けて、各地区予選への審

査員の派遣と選考委員会を開催する。 

・新たな審査員を迎えるなどし、表現力に関する新たな審査項目を加え、若

年層からの注目度の高い大会とする。 

ア 第２回高校生花いけバトル全国選抜大会の開催 

第２回大会を開催し、花いけの表現力を強調した審査を取り入れ、競技性

を高めることで、より多くの若年層の花き文化への関心の高揚を図る。 



(ｱ)期 日  令和 4 年 5 月（予定） 

(ｲ)会 場  ぎふワールド・ローズガーデン（可児市） 

(ｳ)出場校  選考委員会が決定した 15 校 

イ 出場校選出に向けた審査員の派遣 

全国で開催される各地区予選に本県独自の審査員を派遣し、表現力の観点

からも参加校の審査を実施。 

(ｱ)審 査 員  ４名（スポーツ選手を含む） 

(ｲ)審査対象  全国１２の地区予選の出場校 

（北海道、東北、茨城、関東、北陸、岐阜、近畿、広島、

四国、香川、福岡、沖縄） 

ウ 選考委員会 

選出された出場校候補の中から、出場する 15 校を選考委員の審議の下で

決定。 

(ｱ)時 期  令和 5 年 2 月（予定） 

(ｲ)選考委員  主催者が委嘱する審査員 １４名程度 

（３）県負担・補助率の考え方 

・花きの活用により県民の健康で心豊かな生活の実現を目指す県条例の目的

に沿った内容で、今後の消費拡大が期待できる若年層を対象としたもので

あることから、県の参画が妥当である。 

（４）類似事業の有無 

   無 

 

３ 事業費の積算内訳 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

負担金 12,800 高校生花いけバトル全国選抜大会開催費負担金 

合計 12,800  

 

 決定額の考え方  

 

 

 

 

４ 参考事項 

（１）各種計画での位置づけ 

   「清流の国ぎふ花き振興計画（第２期）」の「花き文化の振興」に位置づ

けられる。 



（２）国・他県の状況 

   全国高校生花いけバトル実行委員会(会長：香川県知事)が、各地区予選を

経て、決勝大会を香川県で毎年主催する全国大会。令和 3 年で第 5 回の開催

となった。 

（３）後年度の財政負担 

   花き文化の振興を担う高校生の活躍の場を設けるため、引続き県が負担す

る。 

（４）事業主体及びその妥当性 

「ぎふ花と緑の振興コンソーシアム」は、「清流の国ぎふ花き振興計画  

（第 2 期）」で花き振興施策の推進機関と位置付けられており、これまで  

「高校生花いけバトル花きの日大会」やぎふフラワーフェスティバルなどの 

イベント開催実績を有することから、妥当である。 

 



 

事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
□ 新 規 要 求 事 業  

■ 継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

・高校生花いけバトルへの参加校が増加することにより、花と親しむ新たな

機会が創出され、若年層への花き文化の普及定着を進める。 

 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業開始前 

(R2) 

R3 年度 

目標  

R4 年度 

目標  

終期目標 

(R5)  

 

達成率 

① 高校生花いけバトル本県地

区予選への県内高校の参加数 
14 ﾁｰﾑ 18 ﾁｰﾑ 22 ﾁｰﾑ 24 ﾁｰﾑ 58.3％ 

② 高校生花いけバトルへの参

加校数の前年対比 110％ 
70 校 77 校 84 校 92 校 76.0％ 

 

○指標を設定することができない場合の理由 

（これまでの取組内容と成果） 

令
和
２
年
度 

・10 月 3 日にぎふワールド・ローズガーデンで 5 校 14 チームの参加の下で 

「高校生花いけバトル花きの日大会」を開催し、岐阜県産花きを 1/3 以上使用

した大会の様子を様々な世代に発信するために動画共有サイトによりライブ 

配信した。 

令
和
３
年
度 

 

令和５年度当初予算にて追加 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

令
和
４
年
度 

 

令和６年度当初予算にて追加 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

 



 

２ 事業の評価と課題 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断） 
 ３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない 

(評価) 

３ 

 

花き消費が少ない若年層を中心に「花いけバトル」の認知度を

向上させ、参加校の増加による花き文化の定着を促進するために、

本事業の必要性が高まっている。 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 
 ３：期待以上の成果あり 
 ２：期待どおりの成果あり 
 １：期待どおりの成果が得られていない 
 ０：ほとんど成果が得られていない 

（評価） 

－ 

 

 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 
 ２：上がっている １：横ばい ０：下がっている 

(評価) 

２ 

 

企画運営者と連携した事業実施をすることにより、効率化を図

っている。 

 

（今後の課題） 

・若年層への消費拡大を進めるに当たり、これまでの花本来の美しさや儚さ

を表現した「静」の花き文化だけではなく、花いけの所作における身体的

な表現などの「動」を取り入れ、花き文化への注目度や関心の高揚を図る

必要がある。 

 

（次年度の方向性） 

・若年層からの注目度の高い大会とするために、表現力に関する新たな審査

項目を加え、新体操選手などを審査員に迎えるなどした参加校の審査を行

う。 

 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント又

は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由や

期待する効果 など 

 

 


